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・はじめに
　鰻の寝床ともいわれるように、狭いが風情
ある京都の町家がどんどん変貌している。し
ばらく前は薄っぺらな「煎餅ビル」に変わる
ことが多かったが、建築物の高さ制限を強化
するダウンゾーニングをはじめ、京都市が革
新的な新景観政策を2007年に導入以降は、コ
イン駐車場への変貌が目立つようだ。狭くと
もかつての町家には、通り庭や中庭、奥庭が
あり、通りから見えなくとも、二階から覗け
ば前栽（せんざい）と呼ばれる庭のマツが
連なっていた１）という。門かぶりのマツは、
私有地の緑ながら、稠密な都市にあって、地
域のアメニティに貢献していた。「家の作り
やうは、夏をむねとすべし」とまで兼好法師
が記したように、酷暑の京都盆地の「釜の底」
にあって、町家の中庭はエアコンのなかった
時代の機能的デザインでもある。一見、私有
地の取るに足らないような緑ではあっても、
町並みとしては、雨水浸透面が確保されてい
ることで下水負荷を緩和するし、庭からの蒸
発散によって都市のヒートアイランドを緩和
する。そうした町家が地域のスタンダードと
なることで町並みを形成し、観光都市京都の
魅力に貢献することで現代の地域経済からも
評価できる。つまり私有の小さな緑であって
も、その恩恵に浴する人々は多い。このよう
に、私有物であっても緑は社会共通の資本と
しての性格も持っている。
　一方、近年「コモンズ」という言葉をより
どころに、資源の取り扱いが再考されるよう
になってきている。地域住民レベルでの資源
管理だけでなく、地域共同体（コミュニティ）
のあり方そのものの論議までも行われるよう
になった。野生生物ももちろん、公有地か私
有地を区別して生活しているわけではないの
は当然のことだ。さらに、地球環境時代の今、
グローバルな視点からも、いわば共有地とし
ての地球環境がコモナーとしての各国の温暖
化ガス排出で危機を招くことが「共有地の悲
劇」になぞらえられたりする。
　そこで本稿では、都市の緑地を中心とした
自然環境の危機の現状に対する対応として、
多様なセクタとステークホルダーの重層的な
取り組みを模索する動きについて、京都を事
例として紹介し、今後の方向の検討に役立て
たい。
・葵祭とフタバアオイ
　欽明天皇の時代567年に風雨をもたらす荒
ぶる神々を鎮めるために始まったという葵祭
は、我が国の最も伝統ある祭事といえるかも
しれない。平安時代に祭といえばこの祭で
あったものが中断を経て、江戸時代の1694年
（元禄７）に再興され、今日に至る。いくつ
かの前儀を経て、祭のハイライトは行列（路
頭の儀）と賀茂御祖神社（通称：下鴨神社）
と賀茂別雷神社（通称：上賀茂神社）で執り
行われる社頭の義である。そのときの牛車、
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勅使、供奉者の衣冠などは、すべてフタバア
オイ（写真１）とカツラの小枝で飾られる。
　奈良時代以前に既に存在したこのふたつの
神社は、その立地がこのシンボル植物と深い
関係を持つ。上賀茂神社は賀茂川が山間部を
抜けて京都盆地に入る入り口にあたり、下鴨
神社はもう少し下流の賀茂川と高野川の合流
点付近にある。明治の地形図を見ると、山あ
いを出た賀茂川や高野川は、なんと次第に澪
筋が細くなって一度消えて、つぎは合流点の
下鴨神社のあたりで再度顔を出す。つまり伏
流しているわけだ。現在は河川改修で河床を
掘り下げているから川の流れが途絶えず見え
ているのだが、本来の扇状地河川は一度伏流
することは珍しくない。伏流した水が湧き出
る湧水地点が各所に分布し、名水となる。京
都には「出水」という地名も残っている。下
鴨神社の末社、御手洗社にはその湧水が祀ら
れ、土用の丑の日には御手洗会が開かれる。
その湧水を水源とする御手洗川に足をつけて
夏越しの祈りを捧げる祭は、葵祭ほどに著名
ではないが、この下鴨神社の社叢、糺の森が
河畔林であることと関連が深い。京都近辺の
鎮守の森の多くがシイやカシの常緑樹林であ
るのに対し、この森はニレ科の落葉樹が優占
するのは、洪水攪乱が頻発する立地の特性を
示している２）のである。今でこそ昭和 9 年
の室戸台風で森が壊滅したあとに植栽された
クスノキも多いが、それでも再生したムクノ
キ、エノキ、ケヤキのニレ科落葉樹の３種で
過半となる。カツラもそのような立地が本拠
地であるし、フタバアオイも半日陰の湿った
林床に生育する。ふたつの賀茂社のシンボル
は河畔林の自然のシンボルでもあるわけだ。
　このフタバアオイが今や、たいへんな危機
に瀕している。糺の森やそこを流れる泉川の
ほとりはもちろん、これまで少し山地の渓流
などを探せば見つかったのだが、葵祭の飾り
の調達が容易ならざる事態に陥っている。昭
和30年代の河川改修で地下水位が低下し、糺
の森を流れていた河川と池は、上流に水源を
持つ泉川を除いて枯渇し、御手洗社の湧水も
途絶えた。御手洗会は井戸水を汲み上げて対
応せざるを得ない。加えて安定環境となった
糺の森では常緑のアラカシや植栽されたクス
ノキの大繁茂などで林床は暗くなり、乾燥化
し、洪水攪乱がなく、安定した立地となっ
て、落葉落枝が溜まり、その結果、林床植物
の多様性が失われつつある。そのような環境
ではかつては深山幽谷の植物と思われていた
腐生ランのタシロランが生育するようになる
一方、サトイモ科のムサシアブミなどの半日
陰を好む多くの植物が消えた。もちろんフタ
バアオイの適地ではない。
　そして近年、山地でフタバアオイの息の根
が止まりそうになっている原因が、シカの食
害である。これまでなんとか調達してきたと
ころでも壊滅状態となってきているのであ
る。今や、シカも近寄れないような急な崖地
でしかフタバアオイが残っていない。フタバ
アオイは葵祭のときのみならず、上賀茂神社
ではフタバアオイを徳川将軍家に届けた故事
にちなんだ葵使の行事でも使われる。そこで、
写真１　葵祭のときの神饌としてのフタバアオイ
（上賀茂神社）（写真：那須　將）
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フタバアオイを繁殖育成し、神事に貢献する
ことを目的とするＮＰＯ法人「葵プロジェク
ト」（芳賀徹理事長）が立ち上がり、小学校
と連携したフタバアオイの里親などの取り組
みが進んできてはいるのが、一筋の光明であ
る。
・祇園祭とチマキザサ
　よく似た例がもうひとつ。京都三大祭のひ
とつ、祇園祭の厄除け粽（ちまき）である。
この祭は、あの忌まわしい東日本大地震のと
きのような巨大津波の記録がある平安時代の
貞観年間に始まったとされ、2009年にはユネ
スコの無形文化遺産にも登録された、観光都
市京都を代表する世界的な祭である。７月に
なれば町にはコンチキチンが鳴り響き、四条
通と烏丸通を中心に宵々々山（山鉾巡行の三
日前）あたりから、大勢の人々が集まり、一
帯は歩行者天国ともなる。もともとは疫病退
散で始まったもので、現在も厄除けの粽（ち
まき）（写真２）がシンボルである。この粽
は食用にするものと同様、京都の北山で産す
るチマキザサ
か ら 作 ら れ
る。ところが、
このチマキザ
サが2004から
2007年ころ開
花４）した。お
よそ70年に一
度といわれる
開花のあと、
株は枯死する
が、通常なら
再生する。と
ころが今回の
開花枯死の場
合は、芽が出ても、異常繁殖のシカがその芽
を食べ尽くすのである。そのため、京菓子の
原料としての笹にも事欠く始末だ。
　この事態に対して、市民も立ち上がりつつ
ある。ここで注目したいのは、祇園祭の山鉾
を担っている鉾町・明倫学区と、チマキザサ
の産地である北山の花背との交流を振興しよ
うという動きである。鉾町は街路がメッシュ
状となっているために田の字地区と呼ばれ、
ブロックではなく、街路をはさんだ向かい側
がひとつの町を形成している両側町とよばれ
る、伝統的な京の町衆コミュニティの自治組
織の伝統を持つ。だが、これまでチマキザサ
の材料がどこから来るか、どのような生育環
境かには、町衆は全く関心がなく、業者だけ
が産地と町をつないでいた。このチマキザサ
の危機をきっかけに、生物多様性の恵みの上
流側にも目を向けようというわけだ。
　現在、京都市では公募に応じた市民でつく
る「京都市未来まちづくり100人委員会」が
機能しており、市民が自らの議論に基づいて、
ボトムアップで種々の取り組みを推進してい
る。花背を所管する左京区の支援のもと、こ
の100人委員会で発案されたのは、市民の家
や幼稚園のプランターで１年間栽培し、防鹿
柵を設置した中に植戻す方法だ。小規模なが
ら2011年には、「チマキザサ里帰りイベント」５）
も実施された。これは、さきのフタバアオイ
の里親の取り組みと似ており、生物多様性の
文化的な危機への、市民参加の取組みとして
評価できる。だが、京菓子なども含めて、年
間 1 千万枚というササの葉の安定供給が可能
となるには、まず増えすぎたシカ個体数の制
御が不可欠であるのは、フタバアオイの場合
と同様である。
　この、山の恵みの危機をきっかけにそれま
で無関心であった町と山の交流が始まりかけ
写真２　祇園祭の厄除け粽
（南観音山）　
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たことは、自然資源の管理を通して、新たな
人々のネットワークができつつあることで、
この動きに注目したい。動く美術館ともいわ
れる祇園祭の山鉾とその装飾を維持更新し、
ユネスコからも評価される祭を実行するの
は、たいへんな心意気とともに社会・経済的
な裏付けが重要だ。これまで主体的に祇園祭
を担ってきた町衆だけでなく、新たにこの鉾
町・明倫学区の住民となる人々にも、こうし
た行事への理解と協力が、祭の継承に不可欠
だろう。鉾町・明倫学区で由緒ある「南観音
山」を担う若手、東口涼氏は鉾町と花背とい
う、都市山村交流だけでなく、新旧住民の交
流にも役立てたいと話す。
　そのために検討中の彼の夢のひとつは、廃
校となった小学校の建物のひとつの屋上にチ
マキザサ公園をつくることだ。明倫学区には
公園がない。狭小な町家の町並みのなかに、
今更新たな公園用地を確保するのは至難の技
ではないが、廃校となった小学校で利用され
ていないコンクリート建築の屋上が存在す
る。そこで、祇園祭のチマキザサ育成をテー
マに、地域住民の交流や町の環境にも貢献で
きる、屋上チマキザサ公園ができないだろう
か、という発想である。
　京都は日本で最初に小学校が町衆の支援で
できた土地柄だ。だが少子化の影響で廃校と
なることも多い現在、その再利用も進んでい
て、例えば明倫小学校の歴史ある建築はその
優れたデザインを活かして、芸術センターに
整備されている。これと同様、屋上チマキザ
サ公園も現代のコモンズとしての生物多様性
の危機への対応として素晴らしい発想だ。高
木とちがって、ササは必要とする土壌厚さも
少なくてすむので、課題は少ない。冒頭で紹
介したように、町家の変貌にともなって、前
栽も大幅に減少した現在、新たなコモンズと
しての屋上前栽の実現が待たれる。
・鞍馬の火祭とコバノミツバツツジ
　この火祭は平安時代に由岐神社が京都の北
の山中、鞍馬に遷宮したのを契機に始まった
とされる勇壮な祭で、大人から子供まで松明
を担ぐ。この松明の材料が、一帯に自生する
コバノミツバツツジである。ところが、この
４月の里山を彩っていた美しい景観、あれほ
ど普遍的であったコバノミツバツツジは燃料
革命とマツ枯れ以降、衰退の一途にある。間
伐が行われなくなった真っ暗な造林地や、ア
カマツから遷移が進んで京松茸がとれなく
なった森などと同様に、山の資源の低利用が
もたらす里山の生物多様性の危機である。
　こうした現状に、なんとか貢献したいとい
う企業や人々もいる。しかし、問題を抱えた
森があまりに多いにもかかわらず、そうした
人々の活動の場が保証されていないことが課
題のひとつだ。そこで、京都銀行の柏原頭取
（当時）や京都府などが発起人となり、民間
企業の CSR 活動と森林組合などをコーディ
ネートし、さらに森林保全のための寄附も受
け入れるプラットフォーム、「京都モデルフォ
レスト協会」が平成18年に社団法人として結
成され、平成21年に公益社団法人に移行して
いる。
・京都のモデルフォレスト運動６）
　現在、「京都モデルフォレスト協会」の参
加企業等の活動地は府内30数箇所に達してい
る。モデルフォレストはカナダで始まった運
動で、国際モデルフォレストネットワーク
（IMFN）の記述７）を参考にすると、地域の
社会的文化的経済的なニーズに対して、森林
が広域的長期的に持続可能な地域を構成する
重要な要素であることを認識し、自主的に、
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林業、農業、調査研究、レクリエーション、
その他さまざまな価値に関する活動に広範に
取り組むこと、とされている。京都の場合は、
森林という「貴重な府民共有の財産を守り育
てていくためには、府民みんなが、森林の役
割を思い起こし、人と森との関係を取り戻し
ていくこと……皆さんの参加による協働の森
林づくり」（京都モデルフォレスト協会設立
趣意書）を目指すとしている。（図１）
　京都モデルフォレスト協会のマッチングし
た活動地のなかに、その目的として「大文字
五山送り火に必要なアカマツの育成とマツ材
の利用」「鞍馬の火祭に必要なコバノミツバ
ツツジの育成と利用」を掲げているケースが
あることが注目される。
・京都東山と「京都伝統文化の森」
　千年の都、京都は盆地に計画的に配置され
た市街地を東、北、西の三方の山々、いわゆ
る三山が取り囲み、鴨川、桂川の流れとかつ
ての巨椋池とともに、「背山臨水」の風水都
市とされる。東山とその森林は、その一翼を
担い、寺社仏閣や陶芸、多くの文学など、多
彩な生態系サービスを供給してきた。しかし
近年は、マツ枯れとその後のシイ林化、近年
のナラ枯れなど、人手の入らなくなった東
山の課題は多い。そこで、行政機関、ＮＰ
Ｏ、商工会議所、専門家に加えて、森の風致
に依存する東山の寺院や地元祇園の商店会も
サポーターとし、平成19年に「京都伝統文
化の森推進協議会」８）が結成された。この協
議会は京都東山の国有林（「東山風景林」約
190ha）を活動拠点として、「京都に根付い
た自然と共生する日本の伝統文化を復活し、
全国に発信するべく、京都に根付く貴重な歴
史的、文化資産を継承し、日本文化を再生す
る森づくりを進めるため」（ホームページよ
り）（図２）に設立されたものである。また、
国有林の「レクリエーションの森」サポーター
制度を活用して、学識経験者や民間団体等の
広範な関係者の参加により、京都東山の文化
的価値の発信を行うとともに、協議会の活動
に賛同される企業等からの提供資金を活用し
て、森林整備・景観対策を実施していく、と
されている。この活動には、清水寺や祇園商
店街など、京都らしいステークホルダーが参
加していること、京都の風致景観保全を目的
とした森林施業も行うと同時に、文化的価値
の発信をミッションとしていることが特徴で
ある。
・都市緑地コモンズ論の意義と課題：
　まとめにかえて
　上記に紹介した、フタバアオイの危機、チ
マキザサの危機、コバノミツバツツジの危機、
東山の森の危機は、現代都市緑地の生物多様
図１　（公社）京都モデルフォレスト協会の
活動イメージ図
図２　京都伝統文化の森推進事業のイメージ図
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性とその恵みの危機の一端である。それぞれ
に所有者が特定できる生物資源であるので、
狭い意味ではコモンズではない。しかし、そ
の恵みはたいへん広く行き渡っている。年間
５千万人という入洛客数にも貢献していて、
その意味では市民共有の生物文化資源であ
る。問題は、それぞれの危機がオーバーユー
スによって発生したのではなく、薪炭林とい
う里山資源のアンダーユースによって発生し
ていることだ。ナラ枯れ９）も老齢過熟薪炭
林の増加が重要な要因であるし、さまざまな
希少種の危機要因となっているシカの異常繁
殖も、オオカミの絶滅という背景はあるにせ
よ、基本的には狩猟圧の低下が最も重要な要
因である。つまり、里山生物資源のアンダー
ユースが、文化的な生態系サービスの危機を
招いているという図式である。
　そのことに気づいた人々が、京都の文化と
してのフタバアオイやチマキザサの継承をめ
ぐって、多様なステークホルダの連携という
新たな枠組みを構築しはじめているのであ
る。つまり、生物多様性とそのめぐみに関す
る新たなコモンズ的対応といえる。
　だが果たして、上記の協議会やNPOの活
動によって、焦点となっている危機は乗り越
えられるのであろうか。上記の事例はいずれ
も説明すれば、多くの人々の共感を得て、祭
事用の材料確保に限れば、「調達」には成功
するかもしれない。例えば、マツ枯れ被害で
地元産の大文字送り火用の薪の調達ができな
くなってきた、京都五山送り火の５つの保存
会では、まだがんばっている東山の大文字山
でもあと５年程度で調達できなくなる試算 10）
があるなか、他の保存会は公的補助も得て、
既にマツ材を購入に踏み切ることで、送り火
の行事は継承されている。だが、そのマツ材
がどこから来たのか、注意を払わなくてよい
のだろうか。私たちはタケノコ水煮がどこか
ら来たか注意を払わなかったばかりに、各地
でモウソウチク林の管理放棄につながり、生
物多様性の第二の危機を招いていることを、
思い起こさざるを得ない。つまり都市周辺の
里山自然資源の利用が十分に推進されること
が、上記のすべての危機への本質的な対応と
なる。
　こうした見地からすると、現在の取り組み
は、一筋の光明ではあるものの、圧倒的に量
的不足であることが否めない。全国の里山管
理を必要とする森林面積のうち、現在のボラン
ティア活動で対応できるのは、わずかに0．03％
にすぎない11,12）のである。緊急避難としての
希少種保全活動はもちろん重要な意味を持つ
が、これに留まらずに、生物多様性の主流化
に向けた都市緑地政策の根本的な転換、つま
り保護を旨としていた森林資源から適正利用
への転換が望まれる。現在はいわゆるコモン
ズの悲劇の逆、つまり細分化私有化されてし
まっている里山資源が管理・利用放棄されて
いることによって、上述のような大きな課題
が発生しているからである。
　「モデルフォレスト運動」や「伝統文化の
森推進」の流れは、コモンズとしての生物多
様性と生態系サービスの維持の取り組みに、
公私の分け隔てなく、広く多様なセクタ−が
参加する枠組みの先進例ではあるが、小規模
分散で権利が錯綜している森林資源の有効利
用への、もっと開かれたアクセスを可能にす
ることが、生物多様性の主流化にむけた大き
な課題と考える。
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